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一
般
会
計
予
算
　
89
億
円

　
令
和
６
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
第
２
期
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
光

化
整
備
事
業
や
、
小
中
学
校
体
育
館
空

調
整
備
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
新

規
事
業
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
認
定
こ

ど
も
園
の
給
食
費
減
免
事
業
や
、
第
２

子
保
育
料
免
除
事
業
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
利
用
料
多
子
減
免
事
業
を
実
施
す

る
ほ
か
、
町
民
生
活
の
効
率
性
や
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
窓
口
支
援
シ
ス
テ

ム
や
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
、
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｄ
Ｘ)

を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会

計
を
合
わ
せ
た
予
算
額
は
、
１
５
９
億

９
５
４
７
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
７
億
３
７
７
万
円
、
４
．
６
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
６

年
度
よ
り
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
、
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
89
億
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
３
億
５

千
万
円
の
増(

４
．
１
％
増)

と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、
第

２
期
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
光
化
整
備

事
業
に
伴
う
、
一
般
会
計
繰
出
金
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

自
主
財
源
は
全
体
の
44
．８
％
に

　
（
前
年
41
．７
％
）

　
歳
入
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
大
き
く

分
け
て
自
主
財
源(

町
税
や
使
用
料
、

手
数
料
な
ど
町
独
自
で
ま
か
な
え
る
も

の)

と
依
存
財
源(

地
方
交
付
税
、
国
・

県
支
出
金
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債

等)

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
、
人
口
減
少
の
影
響
に

よ
り
個
人
町
民
税
が
減
額
す
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
源

不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
増
額
す
る
ほ
か
、
第
２
期

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
光
化
整
備
事
業

の
財
源
と
し
て
合
併
振
興
基
金
を
繰
り

令
和
６
年
度

予
算

　
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の
経
済

対
策
等
と
連
動
し
、
新
た
な
行
政
課
題
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
「
第
２
次
那
珂
川
町
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」
お
よ
び
「
那

珂
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
掲
げ
る
、
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
い
く
予
算
と
し
ま
し
た
。

入
れ
る
た
め
、
39
億
８
８
７
９
万
円

で
、
構
成
比
は
44
．
８
％
と
な
り
ま
し

た
。
う
ち
自
主
財
源
の
中
心
と
な
る
町

税
は
、
18
億
１
２
３
１
万
円
で
歳
入
全

体
の
20
．
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
は
、
49
億
１
１
２
１
万
円

で
、
構
成
比
は
、
55
．
２
％
と
な
り
ま

し
た
。
依
存
財
源
の
中
心
と
な
る
地
方

の
財
源
保
障
の
た
め
の
地
方
交
付
税

は
、
30
億
１
千
万
円
で
歳
入
全
体
の

33
．
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳入
89億円

町税
18億1,231万円（20.4％）

自主財源
39億8,879万円（44.8％）

依存財源
49億1,121万円（55.2％）

繰入金
17億5,008万円（19.7％）

分担金及び負担金
5,557万円（0.6％）

使用料及び手数料
7,648万円（0.9％）

その他の自主財源
2億9,435万円（3.2％）

地方交付税
30億1,000万円（33.8％）

町債
3億440万円（3.4％）

国庫支出金
5億1,188万円（5.7％）

県支出金
5億2,293万円（5.9％）

その他の依存財源
5億6,200万円（6.4％）

（単位：千円、％）

歳入

項目会計区分
一般会計 8,900,000

1,540,000
713,959
2,060,000
129,203
270,000
81,576

1,950,000
282,358
ー
ー
ー
ー

8,550,000 350,000 4.1
1,380,000 160,000 11.6

△15,000 △0.7

33,000 13.9

△50,000 △2.5

△278,000 皆減

△69,000 皆減

496,379
2,075,000
129,290
237,000
73,704

2,000,000
295,504
278,000
169,981
69,000
30,114

6,039,000
702,700

15,291,700

5,820,000
687,200
588,267

15,995,467

△3.6
△2.2
皆増
4.6

△219,000
△15,500
588,267
703,767

令和６年度 令和５年度 比較増減 対前年度比率

ケーブルテレビ事業
うち一般会計繰入金

国民健康保険
うち一般会計繰入金

後期高齢者医療
うち一般会計繰入金

介護保険
うち一般会計繰入金

下水道事業
うち一般会計繰入金

農業集落排水事業

計
うち一般会計繰入金

水道事業会計
下水道事業会計

総計

一般会計
特別会計

企業会計予算額
（前年との比較）

特
別
会
計

ー

下水道事業特別会計および農業集落排水事業特別会計は、令和６年度から公営企業会計に移行しました。
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投
資
的
経
費
は
、
６
．０
％
に

（
前
年
６
．９
％
）

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
事
業
の
平
準
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
と
柔
軟
な
発

想
を
持
っ
て
、
前
例
や
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
費
用

対
効
果
を
検
証
し
、
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

　
目
的
別
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
民

生
費
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
管
理
運
営

費
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の

ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
や
介
護
保

険
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。

　
総
務
費
は
、
第
２
期
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
光
化
整
備
事
業
費
に
係
る
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

や
、
デ
マ
ン
ド
交
通
、
馬
頭
烏
山
線
運

行
経
費
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
要

す
る
経
費
で
す
。

　
教
育
費
は
、
全
小
中
学
校
の
体
育
館

に
空
調
設
備
を
整
備
す
る
事
業
費
、
学

校
管
理
費
や
学
校
施
設
整
備
費
、
給
食

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
の
ほ
か
、
体
育

施
設
整
備
事
業
費
や
体
育
施
設
維
持
管

理
費
、
文
化
財
費
な
ど
で
す
。

　
公
債
費
は
、
合
併
特
例
債
や
過
疎
対

策
事
業
債
の
ほ
か
、
臨
時
財
政
対
策
債

等
の
町
債
の
元
金
お
よ
び
利
子
の
支
払

い
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　
衛
生
費
は
、
ご
み
や
し
尿
の
処
理
に

係
る
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

へ
の
負
担
金
、
母
子
保
健
事
業
費
の
ほ

か
、
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

費
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
歳
出
は
、
性
質
別
に
建
設
事

業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
と
人
件
費
や
物

件
費
な
ど
の
消
費
的
経
費
、
公
債
費
な
ど

の
そ
の
他
の
経
費
の
３
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
、
５
億
３

４
４
４
万
円
で
、
構
成
比
は
６
．
０
％
、

消
費
的
経
費
は
、
55
億
２
６
８
２
万
円

で
、
構
成
比
は
62
．
１
％
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
経
費
は
、
28
億
３

８
７
４
万
円
で
、
構
成
比
は
31
．
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令和６年度
予　算

その他
9,756万円（1.0％）

商工費
3億3,870万円（3.8％）

農林水産業費
4億105万円（4.5％）

消防費
4億7,904万円（5.4％）

土木費
6億5,019万円（7.3％）

衛生費
7億4,419万円（8.4％）

公債費
10億6,816万円（12.0％）

教育費
10億9,347万円（12.3％）

総務費
17億4,382万円（19.6％）

民生費
22億8,382万円（25.7％）

歳出
（目的別）
89億円

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）
89億円

人件費
18億3,312万円（20.7％）

消費的経費
55億2,682万円
（62.1％）

投資的経費
5億3,444万円（6.0％）

その他
28億3,874万円（31.9％）

物件費
16億7,127万円（18.8％）

普通建設事業費
5億3,443万円（6.0％）

公債費
10億6,816万円（12.0％）

繰出金
15億9,338万円（17.9％）

貸付金
1億4,272万円（1.6％）

積立金
918万円（0.1％）

その他
2,530万円（0.3％）

災害復旧事業費
1万円（0.0％）

補助費等
12億6,334万円（14.2％）

維持補修費
5,810万円（0.6％）

扶助費
7億99万円（7.8％）

6,392

44,912 33,090

120,454 157,755

75,531

51,405

1

27,702

73,783

23,396

345

（単位：円）議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費 合 計

614,766

町民１人当たりの目的別の予算額（令和6年3月1日現在人口14,477人）

歳出
（性質別）
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令和６年度予算の主要施策 (一般会計 )
（単位：千円）

快適に暮らせるまちをつくる
○地方道路交付金事業 １１９，３００
○馬頭公園測量設計
　およびトイレ改修設計事業 ２２，０００
○町道改良舗装事業 ９６，３００
○デマンド交通運行事業 ２１，９１０
〇分譲宅地整備事業 １５，０００
○常備消防、非常備消防管理運営 ４０４，３１８
〇消防施設整備事業 ７２，９９６
　・小川地区および小口地区ポンプ車更新
〇ケーブルテレビ事業特別会計繰出金 ７１３，９５９
　・ケーブルテレビ施設光化整備事業
○情報システム管理費 ６４，８７９
　・窓口支援システム導入事業【新規】
○空家対策事業費 ６５５
　・特定空家等解体事業補助金【新規】

〇母子保健事業 ３５，６６５
　・１か月児健診費用助成事業【新規】
　・おたふくかぜ予防接種費用一部助成事業【新規】
〇地域づくり推進事業 １８，９６３
　・重層的支援体制整備事業【新規】
〇障害者福祉サービス事業 ４１１，１７９
○児童手当支給事業 １３４，８４０
○放課後児童クラブ運営事業 ４２，９３１
　・放課後児童クラブ利用料多子減免事業【新規】
○南那須地区広域行政事務組合病院費負担金
 １４４，７０４

○農業振興事業 ４９，２２３
　・地産地消学校給食事業【拡充】
○イノシシ肉加工事業 ２８，４２３
〇木材需要拡大事業 １８，０００
○森林環境整備事業 ５７，３４３
○商工業振興事業 ３９，４７６
　・地元消費喚起対策事業【新規】
〇観光振興事業 ３４，２４７

○町有財産管理費 ６９，８１５
　・電子入札システムの導入【新規】
　・和見集会所駐車場整備事業

○馬頭高等学校通学費等の助成 ６，０００
○小中学校の管理運営・教育振興 ３４７，１８２
　・小中学校体育館空調整備事業【新規】
　・中学校部活動の地域移行事業【拡充】
〇体育施設の維持管理運営 ９５，１６２
　・総合体育館電気・照明改修設計業務委託【新規】
〇スポーツの振興 １２，６８２
　・パラスポーツイベントの開催【新規】
○馬頭広重美術館管理運営 ４８，７３３
　・馬頭広重美術館屋根改修設計業務委託【新規】
○国際交流事業 １０，０６５

○ごみ収集事業 ２２９，７６７
○し尿処理対策事業 ６８，９４８
○生ごみ堆肥化事業 １９，４００
○低炭素まちづくり推進設備等導入事業 ３，０００

○「雇用の創出」推進プロジェクト
　・企業立地促進、雇用促進奨励事業 　３，４６２
○「結婚・出産・子育て」推進プロジェクト
　・結婚促進事業 ３，９６９
　・子育て世代包括支援センター事業 ９，４８２
　・認定こども園の管理運営(２園) １８６，８５７
　・子育て支援住宅運営事業 ２９，７６０
○「新しいひとの流れ創出」推進プロジェクト
　・観光モニターツアー事業 ３，８００

　○「住めばみやこ」推進プロジェクト
　　・ケーブルテレビ事業特別会計繰出金
 ７１３，９５９
　　・防災対策事業 １，５７５
　　・健康づくり推進事業 ２，９８５
　○デジタル・トランスフォーメーションへの取り組み
　　・電子入札システムの導入【新規】 １０，８７７
　　・窓口支援システムの導入【新規】 ３７５
　　・子育て支援アプリの導入【新規】 ３，６７２

人を育むまちをつくる

活力をおこすまちをつくる

ともに考え行動するまちをつくる

まちづくりの重点プロジェクト

元気で明るく暮らせるまちをつくる

人と自然が共生するまちをつくる

令和６年度
予　算
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総
務
課

　
☎(

９
２)
１
１
１
１

　

課
長 
笠
井　

真
一

　

課
長
補
佐 

藤
田　

寿
彦

●
行
政
係

　

係
長 

菊
地　

宏
明

　

主
査 

菊
池
愛
咲
美

　

主
査 

○
津
久
井
仁
也

　

主
事 

鈴
木　

美
穂

　

主
事 

佐
藤　

優
妃

●
管
財
係

　

係
長 

大
森　

祐
城

　

主
事
補 

猿
田　

陽
斗

　

専
門
員 

佐
藤　

裕
之

●
消
防
防
災
係

　

係
長 

川
俣　

貴
弘

　

主
査 

関
谷　

龍
太

　

主
事 

佐
藤　

大
地

※
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

　

課
付
課
長
補
佐

 

〇
小
室　

達
夫

※
栃
木
県
市
町
村
課
派
遣

　

課
付
主
査

 

小
森　

亮
利

小
川
出
張
所
　
☎(

９
６)

２
１
１
１

　

所
長
兼
町
民
係
長

 

豊
田　

博
之

●
町
民
係

　

主
査 

福
嶋　

雅
俊

　

主
事 

齋
藤　

里
枝

　

主
事 

五
味
渕
望
美

企
画
財
政
課

　
☎(

９
２)

１
１
１
４

　

課
長 

谷
田　

克
彦

　

課
長
補
佐 

磯
野　
　

大

　

課
長
補
佐
兼
光
ケ
ー
ブ
ル
整
備

　

室
長 

永
森　
　

強

●
企
画
調
整
係

　

係
長　
　
　
　
　

佐
藤　

洋
平

　

主
事　
　
　
　
　

水
井　
　

巧

●
財
政
係

　

係
長　
　
　
　
　

小
髙　

博
史

　

主
事　
　
　
　
　

木
村　

遼
平

●
広
報
広
聴
係

　

係
長　
　
　
　
　

星　
　

晴
奈

　

主
査　
　
　
　

〇
小
林　

愛
美

●
な
か
が
わ
ぐ
ら
し
推
進
係

　

係
長　
　
　
　
　

笹
沼　

正
嗣

　

主
事　
　
　
　
　

水
沼　

桂
子

　

主
事　
　
　
　
　

仲
野　

稜
馬

　

主
事
補　
　
　
　

加
藤　

寛
己

光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
室

☎(

９
２)

１
２
６
６
・
１
２
６
７

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎(

９
２)

１
１
２
１

●
情
報
管
理
係

　

係
長(

光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
担
当)

 

川
上　

雅
彰

　

課
付
係
長　
　
　

福
田　

貴
行

　

主
事　
　
　
　
　

川
井　

康
広

　

主
事　
　
　
　
　

菅
原　

太
雅

　

主
事　
　
　
　
　

坂
本　

龍
汰

　

主
事
補　
　
　
　

田
所　

快
琉

税
務
課

　
☎(

９
２)

１
１
２
０

　

課
長　
　
　
　
　

田
角　
　

章

　

課
長
補
佐　
　
　

髙
野　

曜
路

●
管
理
収
税
係

　

係
長(

栃
木
県
協
働
徴
収
組
織

　

派
遣)

　
　
　
　

 

星　
　

孝
範

　

主
査　
　
　
　
　

齋
藤　

貴
之

　

主
事　
　
　
　
　

川
上　
　

篤

　

主
事　
　
　
　
　

本
多　

美
玲

　

主
事　
　
　
　
　

大
貫　

光
翔 

●
住
民
税
係

　

係
長　
　
　
　
　

大
金　

知
織

　

主
事　
　
　
　
　

板
山　

光
世

　

主
事　
　
　
　
　

本
多
和
佳
子

　

主
事　
　
　
　
　

景
山　

遼
汰

●
資
産
税
係

　

係
長　
　
　
　
　

興
野　
　

瞳

　

主
査　
　
　
　

〇
岡　
　

健
太

　

主
事　
　
　
　
　

岸　
　
　

希

住
民
課
　
☎(
９
２)

１
１
１
２

　

課
長　
　
　
　

○
金
子　

洋
子

　

課
長
補
佐　
　
　

佐
藤　
　

武

●
戸
籍
住
民
係

　

係
長　
　
　
　
　

小
髙　
　

恵

　

主
事　
　
　
　
　

北
條
千
亜
紀

　

主
事　
　
　
　
　

日
比
野
瑠
奈

　

主
事
補　
　
　
　

金
井　

美
紗

●
保
険
年
金
係

　

係
長　
　
　
　
　

佐
藤　

禎
晃

　

主
事 

小
山
田
真
梨
子

　

主
事　
　
　
　
　

和
泉　

香
奈

　

主
事　
　
　
　
　

上
杉　

光
希

　

主
事　
　
　
　
　

益
子　

ゆ
か

生
活
環
境
課

　
☎(

９
２)

１
１
１
０

　

課
長　
　
　
　
　

杉
本　
　

篤

　

課
長
補
佐　
　
　

仲
野
谷
智
弘

●
生
活
交
通
係

　

係
長　
　
　
　
　

野
上　

康
二

　

主
事　
　
　
　
　

石
坂　

朋
久

　

専
門
員　
　
　
　

大
橋　

裕
一

●
環
境
推
進
係

　

係
長　
　
　
　

○
小
幡　

優
子

　

主
査　
　
　
　
　

髙
瀨　

敏
之

　

主
査　
　
　
　
　

藤
澤　

祐
紀

健
康
福
祉
課

　
☎(

９
２)

１
１
１
９

　

課
長　
　
　
　
　

益
子　

利
枝

　

課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
小
川
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長 

久
保
寺
康
之

●
社
会
福
祉
係

　

係
長　
　
　
　

○
立
川　

正
史

　

主
査　
　
　
　
　

佐
藤　

智
子

　

主
事　
　
　
　
　

岡　
　

悠
吏

　

主
事
補　
　
　
　

鈴
木　

そ
ら

　

精
神
保
健
福
祉
士

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

隼
斗

　

技
術
員 

立
花
喜
久
江

●
高
齢
福
祉
係

　

係
長　
　
　
　
　

石
田
千
麻
紀

　

主
事　
　
　
　
　

水
井　
　

梢

　

主
事　
　
　
　
　

島
田　

瑛
大

　

主
事　
　
　
　
　

木
村　
　

渉

　

主
事
補　
　
　
　

澁
澤　

眞
祐

　

社
会
福
祉
士　
　

永
木　

美
咲

　

保
健
師　
　
　
　

大
金　
　

葵

●
健
康
増
進
係

　

係
長　
　
　
　

○
小
室　

綾
恵

　

主
事　
　
　
　
　

利
光
真
由
子

　

保
健
師　
　
　
　

佐
藤　

理
瑛

　

保
健
師　
　
　
　

武
田　

詠
美

子
育
て
支
援
課

　
☎(

９
２)

１
１
１
５

　

課
長　
　
　
　
　

藤
浪　

京
子

　

課
長
補
佐　
　
　

磯
野　

律
子

●
子
育
て
支
援
係

　

係
長　
　
　
　
　

露
久
保　

諭

　

主
事　
　
　
　
　

平
澤　

和
憲

　

主
事　
　
　
　
　

齋
藤　

梨
菜

　

主
事　
　
　
　
　

佐
藤　

涼
香

　

主
事　
　
　
　
　

齋
藤　

駿
介

　

社
会
福
祉
士　
　

小
口　

貴
之

●
母
子
保
健
係

　

係
長　
　
　
　
　

手
束　

奈
津

　

保
健
師　
　
　
　

柴
田　

理
美

　

保
健
師　
　
　
　

三
原　

綾
乃

　

臨
床
心
理
士　
　

原
口　

正
人

　

管
理
栄
養
士　
　

寺
田　

真
帆

ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園

 

☎(

９
２)

２
３
０
１

　

園
長　
　
　
　

○
髙
野　

路
康

　

教
頭　
　
　
　

○
鈴
木　

久
恵

　

主
幹
保
育
教
諭　

 

○
白
石　

牧
子

　

主
幹
保
育
教
諭

 

○
横
山　

珠
美

　

主
幹
保
育
教
諭　

髙
瀬　
　

弘

　

保
育
教
諭　
　
　

郡
司　

エ
ル
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４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
伴
う
、
職
員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
異
動(
新
規
採
用
者
を
含
む)

が
あ
っ
た
職
員
は
青
字
、
○
は
昇
任
者



　

保
育
教
諭　
　
　

小
髙　

恵
理

　

保
育
教
諭　
　
　

佐
藤　

有
加

　

保
育
教
諭　
　
　

田
代　

寿
樹

　

保
育
教
諭　
　
　

森
山　

佳
澄

　

保
育
教
諭　
　
　

薄
井
裕
香
子

　

保
育
教
諭　
　
　

藤
澤
佳
代
子

　

保
育
教
諭　
　
　

池
尻
真
奈
美

　

保
育
教
諭　
　
　

福
田　
　

楓

　

保
育
教
諭　
　
　

網
野　

有
紗

　

主
任
事
務
員　
　

川
那
子
和
枝

わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園

 

☎(

９
６)

５
２
２
１

　

主
幹
兼
園
長　
　

川
上　

清
美

　

教
頭　
　
　
　
　

伊
藤
由
紀
子

　

主
幹
保
育
教
諭　

加
藤　

剛
史

　

主
幹
保
育
教
諭　

菊
地
真
祐
美

　

主
幹
保
育
教
諭

 

〇
星　
　

将
司

　

保
育
教
諭　
　
　

大
金
美
智
子

　

保
育
教
諭　
　
　

永
井　

千
穂

　

保
育
教
諭　
　
　

宇
井
香
菜
子

　

保
育
教
諭　
　
　

荒
井　
　

恵

　

保
育
教
諭　
　
　

北
條
由
布
子

　

保
育
教
諭　
　
　

伊
藤
佐
由
加

　

保
育
教
諭　
　
　

菊
池　

美
穂

　

保
育
教
諭　
　
　

岡
安　

柚
佳

　

保
育
教
諭　
　
　

田
澤　

み
く

　

保
育
教
諭　
　
　

佐
藤
雅
佑
子

　

保
育
教
諭　
　
　

後
藤　
　

咲

　

保
育
教
諭　
　
　

佐
藤　

織
絵

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
あ
ゆ

 

☎(

９
６)

５
２
２
３

　

保
育
教
諭　
　
　

番
場
佳
世
子

建
設
課
　
☎(

９
２)

１
１
１
８

　

課
長　
　
　
　

○
田
邊　

康
行

　

課
長
補
佐　
　
　

長
山　

康
志

●
管
理
係

　

係
長　
　
　
　
　

藤
田　

智
美

　

主
事　
　
　
　
　

八
木
澤
翔
悟

　

主
事　
　
　
　
　

岩
澤　

紅
羽

　

専
門
員　
　
　
　

益
子　

泰
浩

●
土
木
建
築
係

　

係
長　
　
　
　
　

深
澤　

啓
太

　

主
査　
　
　
　
　

髙
橋　

智
也

　

技
師　
　
　
　
　

菊
地　

一
誠

●
地
籍
調
査
係

　

係
長　
　
　
　
　

竹
川
久
美
子

　

主
査　
　
　
　
　

秋
元　

一
彦

　

主
事　
　
　
　
　

植
田　

創
太

※
栃
木
県
烏
山
土
木
事
務
所
派
遣

　

課
付
主
査　
　
　

板
山　

篤
史

産
業
振
興
課

　
☎(

９
２)

１
１
１
３

　

課
長　
　
　
　
　

熊
田　

則
昭

　

課
長
補
佐　
　
　

鈴
木　

浩
史

●
農
政
係

　

係
長　
　
　
　
　

露
久
保　

一

　

主
査　
　
　
　
　

深
澤　

昌
美

　

主
事　
　
　
　
　

手
賀　

有
希

　

主
事　
　
　
　
　

石
澤　
　

聡

●
農
林
整
備
係

　

係
長　
　
　
　

○
中
野　

健
太

　

主
事　
　
　
　
　

大
金　

弘
明

　

主
事　
　
　
　
　

菊
池　

雅
貴

　

主
事　
　
　
　
　

星
川
恵
里
奈

●
農
地
調
整
係

(

農
業
委
員
会
事
務
局
併
任)

　

課
付
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務

　

局
長　
　
　
　
　

星　
　

善
浩

　

係
長　
　
　
　
　

川
井
奈
都
子

　

主
事　
　
　
　
　

星　
　

淳
美

●
商
工
観
光
係

　

係
長　
　
　
　
　

菊
池　

明
子

　

主
事　
　
　
　
　

藤
田
真
那
美

　

主
事　
　
　
　
　

大
髙　

果
南

　

主
事
補　
　
　
　

深
澤　

風
翔

会
計
課

　
☎(

９
２)

１
１
１
７

　

会
計
管
理
者
兼
課
長

 

齋
藤　

昌
代

　

課
長
補
佐　
　
　

佐
藤　

康
隆

●
会
計
係

　

係
長　
　
　
　
　

石
塚　

章
貴

　

主
事
補　
　
　
　

川
勾　

結
花

学
校
教
育
課
　
☎(

９
２)

１
１
２
４

　

課
長　
　
　
　
　

加
藤　

啓
子

　

課
長
補
佐　
　
　

橋
本　

秀
一

　

課
長
補
佐(

指
導
主
事)

　
　
　
　
　
　
　

 

石
川　

佳
広

　

課
長
補
佐(
指
導
主
事)

 
鶴
田
奈
穂
子

●
学
校
管
理
係

　

係
長　
　
　
　
　

五
月
女
倫
子

　

主
事　
　
　
　
　

佐
野　

直
孝

　

主
事　
　
　
　
　

大
町　

彩
華

●
学
校
教
育
係

　

係
長　
　
　
　
　

猪
股　

倫
子

　

主
事　
　
　
　
　

川
上　

美
里

　

主
事　
　
　
　
　

菊
池　

優
輝

　

臨
床
心
理
士　
　

齋
藤　

優
紀

　

専
門
員　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン　

ケ
ビ
ン

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

 

☎(

９
２)

２
０
４
９

　

主
幹
兼
所
長　
　

屋
代　

真
一

　

主
事　
　
　
　
　

向
田　

梨
織

生
涯
学
習
課

　
☎(

９
２)

１
１
３
５

　

課
長
兼
小
川
公
民
館
長

　
　
　

 

　
　

星　
　
　

学

　

課
長
補
佐　
　
　

川
上　
　

浩

　

課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
代　

正
子

　

課
長
補
佐(

社
会
教
育
主
事)

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
里
仁
志

●
生
涯
学
習
係

　

主
査　
　
　
　
　

星　
　

裕
之

　

主
事　
　
　
　
　

益
子　

佳
那

　

専
門
員　
　
　
　

薄
井　

和
夫

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

係
長　
　
　
　
　

菊
池　
　

良

　

主
事　
　
　
　
　

天
生
目
大
樹

　

主
事　
　
　
　
　

薄
井　

和
翔

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　
　
☎(

９
６)

３
３
６
６

●
文
化
財
係

　

係
長　
　
　
　

○
金
子　

智
美

　

課
付
係
長　
　
　

友
田　

哲
也

　

学
芸
員　
　
　
　

初
井　

光
平

馬
頭
広
重
美
術
館

 

☎(

９
２)

１
１
９
９

　

課
長
補
佐
兼
事
務
長

 

髙
野　
　

恵

　

主
事 

谷
田
部
紗
也
加

　

学
芸
員　
　
　
　

山
内　

れ
い

　

学
芸
員　
　
　
　

太
田
沙
椰
香

議
会
事
務
局

　
☎(

９
２)

１
１
７
０

　

局
長　
　
　
　
　

横
山　

和
則

　

局
長
補
佐　
　

〇
仲
野
谷
智
子

●
庶
務
議
事
係

　

係
長　
　
　
　
　

奈
良　

大
輔

上
下
水
道
課

　
☎(

９
２)

２
０
０
２

　

課
長　
　
　
　
　

加
藤　

博
行

　

課
長
補
佐　
　
　

川
上　

昌
之

●
業
務
係

　

係
長　
　
　
　
　

鈴
木
美
裕
紀

　

主
事　
　
　
　
　

草
野
は
る
か

　

主
事
補　
　
　
　

片
岡　

紀
佳

　

専
門
員　
　
　
　

益
子　

雅
浩

●
水
道
係

　

係
長　
　
　
　
　

佐
藤
将
太
郎

　

主
事　
　
　
　
　

仁
野
平
晃
司

　

主
事　
　
　
　
　

谷
田　

直
史

　

主
事　
　
　
　
　

屋
代　

伶
弥

●
下
水
道
係

　

係
長　
　
　
　
　

阿
久
津
康
史

　

主
事　
　
　
　
　

小
山
田
竣
亮
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対象　次の児童生徒の保護者

　令和６年１月１日から３月31日のいずれかに那

珂川町に住民登録をしており、かつ居住の実態が

あり、令和６年度に小学校等、中学校等、高等学

校等に入学・進学する児童生徒

支給金額(１人当たり)

・小学校等に入学する方　　５万円

・中学校等に入学する方　　６万円

・高等学校等に入学する方　７万円

※他の子育て支援施策が行われていること等も考

慮し、金額を決定しています。

申請　対象となる可能性のある方へ、３月下旬に

申請書等を送付しました。詳しくは、通知をご確

認ください。

提出期限　７月31日(水)当日消印有効

提出先　　学校教育課(郵送)

※配偶者からの暴力等を理由に避難しており、事

情により那珂川町に住所を移すことができない

方で、支給対象となる可能性のある場合は、ご

相談ください。

※対象と思われる方で、通知が届いていない場合

は、ご連絡ください。

　町では、長引く物価高騰対策の一環として、入学用品準備費用の

負担軽減のために、支援金を給付します。

　町では、長引く物価高騰対策の一環として、入学用品準備費用の

負担軽減のために、支援金を給付します。

問 学校教育課　学校教育係　☎0287-92-1124

◆
退
職
者(

３
月
31
日
付)

　

総
務
課
付
課
長
兼
小
川
主
張

　

所
長　
　
　
　
　

村
上　

明
美

　

住
民
課
長　
　
　

石
井　

里
子

　

総
務
課
付
主
幹
兼
小
川
出
張

　

所
長
補
佐　
　
　

佐
藤　

郁
夫

　

子
育
て
支
援
課
主
幹
兼
ひ
ば
り

　

認
定
こ
ど
も
園
長

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

和
子

　

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光

　

係
長　
　
　
　
　

渋
谷　

直
樹

　

学
校
教
育
課
長
補
佐(

指
導
主
事)

 

田
角
香
緒
里

　

企
画
財
政
課
財
政
係
長

 

小
川　

将
照

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
主
事

 

河
和　

秀
実

　

総
務
課
主
査 

鈴
木　

倫
央

　

生
涯
学
習
課
技
術
員

 

長
井　

裕
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

鹿
児
嶋　

信

　

藤
田　

美
幸

　

須
藤　

ゆ
う

　

石
川　

雅
大

　

山
﨑　
　

海

　

𠮷
田　

夏
希

新
規
採
用
職
員

前
列
右
か
ら

　

網
野　

有
紗

　
　

(

ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園)

　

佐
藤　

織
絵

　
　

(

わ
か
あ
ゆ
認
定
こ
ど
も
園)

　

鈴
木　

そ
ら(

健
康
福
祉
課)

　

川
勾　

結
花(

会
計
課)

　

片
岡　

紀
佳(

上
下
水
道
課)

　

金
井　

美
紗(

住
民
課)

後
列
右
か
ら

　

澁
澤　

眞
祐(

健
康
福
祉
課)

　

猿
田　

陽
斗(

総
務
課)

　

田
所　

快
琉(

企
画
財
政
課)

　

深
澤　

風
翔(
産
業
振
興
課)

　

加
藤　

寛
己(

企
画
財
政
課)
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鶴田奈穂子
指導主事

(学校教育課)

小野里仁志
社会教育主事
(生涯学習課)



国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成

　町
で
は
、生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、人
間
ド
ッ
ク・
脳
ド
ッ
ク
の
費
用

の一
部
を
助
成
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容　人

間
ド
ッ
ク・
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か一
方
を

助
成
し
ま
す
。宿
泊
で
の
人
間
ド
ッ
ク
も
可
能

で
す
。（
助
成
額
は一
律
）

助
成
額　

　２
万
５
千
円

申
込
方
法

　補
助
金
交
付
申
請
書
を
住
民
課
に
提
出

持
参
す
る
も
の

・
被
保
険
者
証

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　（マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

申
請
受
付
期
間

　

４
月
15
日（
月
）〜
12
月
27
日（
金
）

助
成
対
象
期
間

　

申
請
後
〜
令
和
７
年
３
月
31
日
受
診
分

※

対
象
と
な
る
医
療
機
関
、料
金
等
の
詳
細

　に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　令
和
３
年
10
月
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
。登
録
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル・
役
場
住
民
課
・
小
川
出
張
所
・
医
療
機
関
や
薬
局
の
受

付
等
で
で
き
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
な
し
で
高
額
医
療
の
限
度
額
を
超
え

る
支
払
い
を
免
除

　

限
度
額
認
定
証
が
な
く
て
も
、
高
額
療
養

費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結
果
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
身
体
の
状
態

や
他
の
病
気
を
推
測
し
て
治
療
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
薬
の
飲
み
合

わ
せ
や
分
量
を
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※

医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
保
険
証
受
付
時
に
、

　情
報
利
用
可
否
の
選
択
が
必
要
な
場
合
が

　あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
の
資
格
確
認
が
早
く
な
る

　従
来
の
健
康
保
険
証
で
受
診
す
る
と
、
医

療
機
関
の
受
付
で
健
康
保
険
証
の
情
報
を
書

き
写
し
た
り
、
手
入
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
受
付
業
務
の
効
率
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

住
民
課
　
保
険
年
金
係

☎
０
２
８
７(

９
２)

１
１
１
２

令
和
６
年
12
月
２
日
に
現
行
の
被
保
険
者
証

が
廃
止
と
な
り
ま
す

　令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
新
規
の
被
保

険
者
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
発

行
済
み
の
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
ま
で

使
用
で
き
る
よ
う
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
登
録
し
て
い
な
い
方
に
は
、

資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
は
、
資
格
確
認
書
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
方

・
35
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の
な
い
方

・
町
の
集
団
検
診
を
受
診
し
な
い
方

後
期
高
齢
者
医
療
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
滞
納
の

　な
い
方

・
町
の
集
団
検
診
、医
療
機
関
検
診
を
受

　診
し
な
い
方

対
象

問
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　保険料率は、被保険者数および医療費の増加等に対

応するため、２年に一度見直されることとなっていま

す。

均等割額…被保険者全員が等しく負担するもの

所得割率…被保険者の所得に応じて負担する、所得割

額を算出するために用いる割合

賦課限度額…賦課される保険料(年額)の上限額

土地の課税の見直しについて

　町内199地点の標準宅地の不動産鑑定を実施し、固

定資産税(土地)の評価替えを行いました。宅地の状況

類似地区および標準地は、地域的な類似性、代替性、

地価水準および地価変動率との関係などを考慮し、町

として統一した基準で見直します。

　評価の均衡化・適正化を図るため、鑑定評価などか

ら適正な時価を求め、評価額を見直しています。一部

の土地の評価額が変動する場合がありますが、ご理解

とご協力をお願いいたします。

【宅地】

　一体をなす一画の宅地ごとに、形状や接道等の状況

によって補正を適用し評価額を算出しています。地目

変更や分合筆のあった宅地は画地認定を行い、すでに

適用されている宅地については、補正内容や条件の見

直しを行いました。また、画地認定の際に、違う地目

の土地が一体利用されている場合などは、現況地目を

見直す場合もあります。

【住宅用地】

　住居用地に対して、小規模住宅用地および一般住宅

用地の課税軽減措置が適正に行われているかどうかを

確認しました。住宅用地以外の地目に家屋が建ってい

る場合は、登記簿の地目が田畑等であっても現況(課

税)地目を宅地としています。

【雑種地】

　用途や利用状況などを考慮し、当該地の現況に応じ

て課税の見直しを行いました。地目が宅地や雑種地で

ない土地についても、転用許可を受けた農地、太陽光

発電施設用地や宅地の一部として使用している田畑・

山林等については、現況(課税)地目を雑種地としまし

た。ただし、登記簿の地目が宅地の場合は、宅地のま

まで課税しています。

家屋の課税の見直しについて

　３年間の建築物価の変動等が反映され、総務大臣の

定める「固定資産評価基準」について見直しがありま

した。既存家屋の評価は、評価時点において同一の家

屋を新築する場合に必要とされる建築費(再建築価格)

に「経過年数に応じた減価率」と「建築資材の物価の

変動割合」を反映して評価額を計算します。なお、評

価計算を行って求めた評価額が前年の評価額よりも高

くなった場合は、前年の評価額に据え置かれます。

納税通知の発送について

　令和６年度の固定資産税の納税通知書は、４月９日

(火)に発送しました。第１期および全期前納の場合の

納付期限は、４月30日(火)です。

※平成31年度から、前納報奨金制度は廃止となりました。

固定資産税台帳の縦覧について

　地方税法第416条の規定による土地価格等縦覧帳簿

および家屋価格等縦覧帳簿の縦覧は、４月30日(火)ま

で、役場税務課の窓口で実施しています。

令和６年度は、激変緩和措置が講じられます

所得割率…基礎控除後の総所得金額等が58万円を超え

ない方は、8.54％

賦課限度額…令和５年度末(令和６年３月31日)以前か

ら後期高齢者医療制度の被保険者である

方(障害認定の方も含む)は、73万円

軽減措置について

　均等割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得基準が

引き上げられ、均等割額５割軽減については、被保険

者数に乗ずる金額が29万円から29万５千円に、２割軽

減については、被保険者数に乗ずる金額が53万５千円

から54万５千円に変わります。

　なお、後期高齢者医療被保険者の資格を取得する前

日まで被用者保険の被扶養者であった方に対する保険

料軽減措置は、令和６年度も継続されます。
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問 栃木県後期高齢者医療広域連合　☎028-627-6805

問 税務課　資産税係　☎ 0287-92-1120



　

大
正
13
年
３
月
20
日
生
ま
れ
の
湯
本
ヒ

テ
さ
ん(

盛
泉)

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
、
22
日
、
町
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
の
秘
訣
は
特
に
な
い
そ
う
で

す
が
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
と

い
う
ヒ
テ
さ
ん
。
そ
れ
こ
そ
が
、
元
気
の

源
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ヒ
テ
さ
ん
は
「
趣
味
も
特
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
で
十
分
幸
せ
で
す
。
１
０
０
歳

を
迎
え
ら
れ
て
感
激
。
こ
ん
な
思
い
を
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

大
正
13
年
３
月
25
日
生
ま
れ
の
磯
野
フ

ミ
さ
ん(

谷
川)
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
、
26
日
、
町
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

週
２
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
み
に

通
っ
て
い
る
と
い
う
フ
ミ
さ
ん
。
病
気
ひ

と
つ
し
た
こ
と
が
な
く
、
と
て
も
体
が
丈

夫
な
フ
ミ
さ
ん
は
、
拡
大
鏡
を
使
っ
て
新

聞
を
声
に
出
し
て
読
む
の
が
日
課
だ
そ
う

で
す
。

　

福
島
町
長
の
「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉

に
、
深
く
う
な
ず
き
な
が
ら
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
し
っ
か
り
と
し
た
口

調
で
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
令
和

５
年
度
活
動
報
告
会
が
３
月
21
日
、
役
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
那
珂
川
町
で
は
６
人
の
隊
員
が

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
ツ

ア
ー
構
築
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品

の
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
に
戻
し
て
行
わ

れ
た
今
回
の
報
告
会
に
は
、
町
内
外
か
ら

76
人
が
参
加
し
、
６
人
が
今
ま
で
行
っ
て

き
た
活
動
内
容
や
課
題
、
今
後
の
展
望
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
に
は
、
交
流
会
の
場
が

設
け
ら
れ
、
実
際
の
成
果
品
な
ど
に
触
れ

な
が
ら
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
応
じ
て

い
ま
し

た
。

　

３
月
２
日
、
令
和
５
年
度
那
珂
川
町
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
防
火
座
談
会
が
、
馬
頭
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
開
催
さ
れ
、

42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、

地
区
の
公
民
館
等
で
支
部
ご
と
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
支
部
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
全
支
部
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
医
療
や
感
染
症
対
策
を
テ
ー

マ
に
、
栃
木
県
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の

小
倉
崇
以
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し

た
。
小
倉
氏
は
、
県
内
医
療
の
現
状
や
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
時
の
医
療
現
場
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
し
「
栃
木
県
に
は
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
未
設
置
で
あ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
『
安
全
』
が
積

み
重
な
り
『
安
心
』
に
つ
な
が
る
。
引
き

続
き
、
県
内
医
療
の
確
保
・
向
上
に
努
め

て
い
く
」
と
決
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
県
内
の
医
療
の
現
状

が
よ
く
分
か
っ
た
」
「
今
後
の
医
療
の
拡

充
に
期
待
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。
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第
５
回
栃
木
県
農
業
大
賞
の
農
業
経
営

の
部
に
お
い
て
、
酒
主
義
隆
さ
ん
・
朝
子

さ
ん
ご
夫
妻(

和
見)

が
「
特
別
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
後
継
者
と
と
も
に
肉
用
牛

の
繁
殖
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
和
牛
の
血

統
改
良
や
水
田
放
牧
を
地
域
で
先
駆
的
に

実
施
し
、
健
康
で
付
加
価
値
の
高
い
牛
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
確
か
な
技
術
は
、
他
の
農
家

の
信
頼
を
得
て
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
て

き
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
あ
た
り
義
隆
さ
ん
は
「
農
業
を

始
め
た
こ
ろ
の
苦
労
を
考
え
る
と
、
今
こ

う
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
幸
せ
。
今
後

も
家
族
と
と
も
に
優
れ
た
牛
づ
く
り
に
励

み
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
町
中
山
間
地
域
活
性
化
協

議
会
は
、
谷
川
・
大
内
・
小
砂
地
内
に
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
気
象
デ
ー
タ
を
観
測
で

き
る
「
気
象
セ
ン
サ
ー
」
を
設
置
し
、
併

せ
て
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

農
地
に
設
置
さ
れ
た
気
象
セ
ン
サ
ー

は
、
気
温
・
湿
度
・
降
水
量
な
ど
７
つ
の

デ
ー
タ
を
測
定
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
り
遠
隔
で
閲
覧
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
ど
な
た
で
も
ア
プ
リ

を
通
じ
て
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
機
械
の
性
能
や
、
ア

プ
リ
の
操
作
方
法
な
ど
を
確
認
し
、
気
象

デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

２
月
27
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
ゆ
う
だ
い
21
栽
培
講
習
会
が
開
か

れ
、
試
験
栽
培
を
行
う
町
内
の
生
産
者
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
宇
都
宮
大
学
ゆ
う
だ
い
21

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
森
島
規
仁
氏
と
阿

久
津
農
園(

大
田
原
市)

の
阿
久
津
政
英
氏

を
講
師
に
迎
え
、
品
種
の
特
性
や
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
肥
料
の
種
類
や

育
苗
時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
、
試
験
栽
培
に
向
け
て
知
識
を
深
め
ま

し
た
。

　

３
月
１
日
、
馬
頭
東
小
学
校
の
体
育
館

で
、
地
元
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
馬
頭
東

部
地
区
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
、
同
校

児
童
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
と
児
童
が
一
緒
に
行
う
の
は

初
め
て
で
、
こ
の
日
は
、
交
通
安
全
危
険

予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
「
わ
た
り
上
手
く

ん
」
を
使
い
、
道
路
横
断
中
に
潜
む
危
険

を
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
人
事

だ
と
思
わ
ず
、
改
め
て
交
通
安
全
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。
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６
月
15
日
と
16
日
の
２
日
間
、
東
京
都

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
で
開
催
さ
れ

る
、
第
39
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
「
那
珂
川
選
抜
」
が
出
場
し
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
松
山
伸
一
さ
ん
、
古
内

朝
次
さ
ん
、
横
山
精
一
さ
ん
、
磯
利
明
さ

ん
、
藤
田
一
夫
さ
ん
の
５
人
で
、
和
見
・

小
口
・
小
砂
の
３
支
部
か
ら
選
抜
さ
れ
ま

し
た
。
チ
ー
ム
は
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

た
県
予
選
会
で
１
位
の
成
績
を
収
め
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
、
現
在
、
週

３
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

主
将
の
松
山
さ
ん
は
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
て
７
年
、
初
の
全
国
大
会
な
の
で

ま
ず
は
１
勝
」
と
し
な
が
ら
「
ミ
ス
を
減

ら
し
、
優
勝
も
視
野
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

第
51
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

に
出
場
す
る
、
作
新
学
院
１
年
の
岡
山
太

亮
さ
ん(

馬
頭)
の
激
励
会
が
、
３
月
６

日
、
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
さ
ん
は
、
１
月
に
行
わ
れ
た
全
国

高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
栃
木
県
予
選
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
優
勝
し
、
出
場

選
手
３
８
７
人
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

福
島
町
長
が
「
小
・
中
学
生
の
時
か
ら

活
躍
す
る
姿
を
ず
っ
と
見
て
き
た
の
で
、

今
回
の
出
場
は
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
」

と
エ
ー
ル
を
送
る
と
、
岡
山
さ
ん
は
「
な

か
な
か
結
果
が
残
せ
ず
悔
し
い
思
い
も
た

く
さ
ん
し
た
が
、
初
め
て
の
全
国
大
会
な

の
で
思
い
切
り
プ
レ
ー
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
町
と
那
須
烏
山
市
、
南
那

須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
は
、
「
ボ
ト

ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
協
定
を
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と

締
結
し
ま
し
た
。

　

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
使
用
済
み
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
新
た
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
再
生
さ
せ
る
取
り
組
み
で
、
資
源
を
繰

り
返
し
利
用
で
き
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
住
民
か
ら
、
分
別
・
排

出
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
組
合
が
回

収
、
再
資
源
化
事
業
者
で
新
た
な
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
再
生
し
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
飲
料

製
造
に
使
用
し
ま
す
。

　

福
島
町
長
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識

を
常
に
持
ち
、
地
球
温
暖
化
に
少
し
で
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
第
２
回
目
と
な
る
安
全
推

進
協
議
会
が
、
県
営
処
分
場
エ
コ
グ
リ
ー

ン
と
ち
ぎ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
や
県
、
地
元
住
民
、
学
識
経
験
者
の

委
員
９
人
で
構
成
さ
れ
る
同
協
議
会
は
、

エ
コ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
の
透
明
性
の
高
い

管
理
・
運
営
を
行
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
エ
コ
グ
リ
ー
ン

と
ち
ぎ
の
運
営
状
況
や
情
報
発
信
、
北
沢

地
区
の
不
法
投
棄
物
の
撤
去
に
つ
い
て
の

説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
基
準
値
を
超
え
る
産
業

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
事
案

や
、
不
法
投
棄
物
撤
去
の
進
捗
状
況
、
周

辺
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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　町
内
の
２
中
学
校
で
３
月

９
日
に
、３
小
学
校
で
19
日

に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、卒
業

生
た
ち
は
思
い
出
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
学
び
舎
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　学
び
舎
を
巣
立
つ
卒
業

生
は
、と
て
も
晴
れ
晴
れ
と

し
た
表
情
を
し
て
い
て
、新

し
い
道
に
向
か
っ
て
希
望
に

満
ち
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　両
日
と
も
天
気
に
恵
ま

れ
、新
し
い
門
出
を
祝
福
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

各
学
校
の
卒
業
者

　馬
頭
中
学
校
　
　69
人

　小
川
中
学
校
　
　43
人

　馬
頭
小
学
校
　
　44
人

　馬
頭
東
小
学
校
　17
人

　小
川
小
学
校
　
　40
人

卒
業 

お
め
で
と
う

卒
業 

お
め
で
と
う

馬 頭 小 学 校

馬 頭 東 小 学 校

小 川 小 学 校

馬 頭 中 学 校小 川 中 学 校
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①住民税均等割のみ課税世帯

令和５年度住民税均等割のみが課税されている世帯

給付額　１世帯当たり10万円

②子育て世帯

18歳以下の児童を養育している世帯のうち、次のいず

れかの要件を満たす世帯

・令和５年度分の住民税が課税されていない世帯

・令和５年度分の住民税均等割のみが課税されてい

る世帯

給付額　児童１人当たり５万円

基準日(①・②)　令和５年12月１日

手続き(①・②)　①の世帯に「確認書」、②の世帯に

「申請書」を送付していますので、必要事項を記入の

上、下記まで返送してください。

返送期限(①・②)　６月28日(金)必着

支給日(①・②)　確認書・申請書受理後、３週間程度

※①②とも、住民税が課税されている方の扶養親族の

みの世帯は対象外です。

　このたび、馬頭総合福祉センターに新たな駐車場が

完成しました。126台が駐車できますので、町集団検

診や各種イベント等でお越しの際はご利用ください。

　また、同センターでは、集会や会議などに使える研

修室や調理実習室、多目的室などを貸し出しています

ので、ぜひご活用ください。
　長らく皆様にご利用いただきました、那珂川町健康

管理センターが、老朽化などにより３月31日をもって

廃止となりました。これまで同センターで実施してい

た健康イベントや集団検診などは、ウェルフルなかが

わや馬頭総合福祉センターで行う予定です。

　帯状疱疹は、子どもの頃にかかる水ぼうそうと同じ

ウイルスが原因で、加齢・疲労・ストレスなどによる

免疫力の低下をきっかけに発症します。80歳までに、

３人に１人が発症するといわれています。ワクチン接

種で発症や重症化を予防することができます。

助成開始日　令和６年４月１日

対象者　接種日に町に住所を有する50歳以上の方

助成額　接種費用の１/２

　　　　生ワクチン：上限4,000円×１回

　　　　不活化ワクチン：上限10,000円×２回

※助成は、生ワクチン・不活化ワクチンのどちらか一

方のみで、一度限りです。

接種までの流れ

　健康福祉課の窓口で申請(持ち物：印鑑)→医療機関

へ予約→医療機関で接種(持ち物：予診票・接種費用)

町内の医療機関で接種する場合

　下記の医療機関で接種してください。医療機関窓口で

は、助成額を差し引いた差額分をお支払いください。

【飯塚医院・上野医院・坂本クリニック・佐藤医院・

白寄医院・高野病院】

町外の医療機関で接種する場合

　全額お支払いいただいた後、接種後申請により助成

金額が還付されます。

14広報なかがわ　令和６年４月１０日

問 健康福祉課　社会福祉係　☎0287-92-1119

問 健康福祉課　健康増進係　☎0287-92-1119

問 健康福祉課　☎ 0287-92-1119



４月

 小す 行政相談、人権相談、転ばん運動教室
 子わ 親子でふれあい遊び

 役場 もの忘れ認知症相談会(要予約)
 子わ きらきらベビークラス
 小図 投票しよう釣ってみよう！読書週間イベント(～5/12)
 馬図 馬頭高校ボランティア部のおはなし会
 　水沼医院　☎84-0001
 　小林内科外科医院　☎23-8870
 子わ 身体測定(～26)
 馬図 こどもの読書週間イベント(～5/12)
 広場 産後サロン
 馬福 転ばん運動教室
 子わ こいのぼりを作ろう
 修学旅行(～26)－小川中３年生
 馬福 離乳食教室(ごっくんクラス)
 広場 おれんじカフェ「ちょっくら」
 屋水 水中運動教室(がっちりコース)

 　高野病院　☎92-2520
 　くろばね齋藤醫院　☎54-0031
 第22回花の風まつり(～5/5)
 　南那須青木医院　☎88-6211
 　なすのがはらクリニック　☎28-1151

5月
 馬福 行政相談、人権相談
 小す 転ばん運動教室
 子わ 散歩に行こう(まほろばの湯周辺) 
 屋水 水中運動教室(ゆったりコース)
 高生おれんじカフェ「ちょっくら」
 　阿久津クリニック　☎83-2021
 　磯医院　☎54-0020
 小図 小川ボランティアのおはなし会
 　飯塚医院　☎92-2034
 　高久内科医院　☎48-6811
 　烏山台病院　☎82-2739
 　木戸内科クリニック　☎20-3200
 　坂本クリニック　☎92-1166
 　江部医院　☎54-0013
 屋水水中運動教室(がっちりコース)
 馬福転ばん運動教室
 子わ母の日のプレゼント作り
 広場１歳児相談、１歳６か月児健診
 修学旅行(～10)－馬頭中３年生

 馬福３歳児健診
 馬図婦人ボランティアのおはなし会
 　近藤クリニック　☎83-2250
 　高橋外科医院　☎22-2624

 小す 行政相談、人権相談、転ばん運動教室
 小図 あかちゃん向けおはなし会
 子わ おはなし会

 16 火

 17 水

 18 木

 19 金

 20 土

 21 日

 22 月

 23 火

 24 水

 25 木

 26 金
 27 土

 28 日

 29 月

 30 火

 １ 水

 ２ 木

 ３ 金

 ４ 土

 ５ 日

 ６ 月

 ７ 火

 ８ 水

 ９ 木
 10 金
 11 土

 12 日

 13 月
 14 火

 15 水

凡例 名　　　　称
役場 那 珂 川 町 役 場
馬福 馬頭総合福祉センター
総体 総 合 体 育 館
馬図 馬 頭 図 書 館

美 馬 頭 広 重 美 術 館

郷 郷 土 資 料 館
風 な す 風 土 記 の 丘 資 料 館

小公 小 川 公 民 館
小す す こ や か 共 生 館

小あ あ じ さ い ホ ー ル

小図 小 川 図 書 館

子わ 子育て支援センターわかあゆ
広場 お ひ さ ま 広 場
高生 高 齢 者 生 産 活 動 施 設

屋水 屋 内 水 泳 場

役場の電話番号（0287）
総 務 課
企 画 財 政 課
ケーブルテレビ放送センター
税 務 課
住 民 課
生 活 環 境 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
子育て支援課
子育て世代包括支援センター

☎92-1111
☎92-1114
☎92-1121
☎92-1120
☎92-1112
☎92-1110
☎92-1119
☎92-1125
☎92-1115
☎92-4085

建 設 課
産 業 振 興 課
（農業委員会事務局）
（商工観光係）
会 計 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
議 会 事 務 局
上 下 水 道 課
小 川 出 張 所

☎92-1118
☎92-1113
☎92-1185
☎92-1116
☎92-1117
☎92-1124
☎92-1135
☎92-1170
☎92-2002
☎96-2111

納税のお知らせ
固定資産税 第１期
納期限は４月30日です。
忘れずに納めましょう。

当
当

当
当

当
当

当
当

当
当
当
当
当
当

当
当
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★決められた収集日の朝８時までに出してください
　収集日以外や前日の夜などにごみを出すと、カラス・タ
ヌキ・ネコ等に散らかされる恐れがあります。また、悪臭
の原因等、ご近所トラブルにつながってしまいます。
★生ごみは「水切り」の意識を！
　生ごみは約80％が“水分”です。燃やすごみの中に生ごみ
が多いと、水分の蒸発に熱が使われてしまうため、処理効
率が低下してしまいます。生ごみの水分を切る「水切り」
には以下のメリットがあるため、ご協力をお願いします。

「水切り」のメリット
　　・日々のごみ出し、ごみ収集が楽になる
　　・ごみから出る不快な臭いの予防に効果がある
　　・ごみステーションが、動物に荒らされる可能性が
　　　低くなる

ごみの出し方をもう一度ご確認ください

　燃えるごみの減量化と循環型社会の構築を目指して、今
年度も新町・室町・南町・田町・小川２区～５区を対象地
域として「生ごみ分別収集」を実施しています。
※対象地域にお住まいで、水切りバケツを受け取っていな
い世帯は、生活環境課でお受け取りください。
※生ごみ以外(スプーン・ビニールなど)は
　入れないよう、ご協力ください。

生ごみ堆肥化事業の実施について

　資源ごみを回収する団体へ報奨金を交付し
ています。対象団体等の詳細は、町HPからご
確認ください。

資源ごみ回収報奨金 　４Ｒやごみの発生抑制、省エネ等の活用推
進などに関する学習会を開催した団体等へ奨
励金を交付します。対象団体等の詳細は、町
HPからご確認ください。

環境学習会開催奨励金

★雑紙は大切な資源です
　燃えるごみの中には、雑紙が多く含まれているものがあ
ります。家庭から出る雑紙は貴重な資源です。捨てる前
に、資源化できるものかを確認し、できるものは資源物と
して出しましょう。
★資源物の出し方について
・小さな雑紙は、持ち手も紙製の紙袋に入れて出せます。
・新聞とチラシは一緒に縛って出せます。

雑紙等の分別にご協力ください

「ごみの分け方・出し方」（分別方法）は、こちら→

　家庭から排出される生ごみのリサイクル(堆肥化)の推進
を図るため、家庭用生ごみ処理機器購入費の一部を補助し
ています。
申請期限　令和７年３月31日まで
対 象 者　(令和６年４月１日以降の購入者)
・町内に居住し、町税等の滞納がない方
・過去に同一の補助対象機器の補助金を受けていない方
　(同一世帯を含む)
補助額・対象数　購入費の２/３(千円未満切捨て)
・機械式生ごみ処理機　　上限額３万円
・コンポスト容器　　　　上限額２万円
※どちらか１台限り
※予算額に到達した時点で、受付終了

生ごみ処理機器購入補助金

　一般家庭における再生可能エネルギーの利用および省エ
ネルギーの促進を図り、地球温暖化防止に資するために実
施します。
申請期限　令和７年２月28日まで
※工事着工前・購入前に申請すること
※令和７年３月20日までに、工事等の完了・引き渡しを
　受けていること
※予算額に到達した時点で、受付終了
対 象 者　(令和６年４月１日以降の購入者)
・町内に居住(補助金の実績報告時に居住していることを
含む)し、町税等の滞納がない方
・過去に同一の補助対象機器の補助金を受けていない方
対象事業・補助額
・太陽光発電設備　　　　　上限８万円
・定置型蓄電池　　　　　　上限５万円
・高効率給湯器　　　　　　上限２万円
　(潜熱回収型は、上限１万円)
・木質バイオマス暖房設備　上限10万円
・電気自動車　　　　　　　上限10万円
・電気自動車等充電設備　　上限10万円
　(V2H充放電設備は、上限15万円)
※「電気自動車」と「電気自動車等充電設備」は、いずれ
か一方の補助となります。

低炭素まちづくり推進設備等導入事業費補助金

生活環境課　からのお知らせ
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浄化槽設置整備事業費補助金
　家庭から流される生活排水によって、川や道路が汚
れることを防ぐため、浄化槽の設置に対して補助金を
交付する制度があります。汲取り便槽やし尿のみを処
理する単独浄化槽を使用している方は、制度を活用
し、合併浄化槽への転換をご検討ください。

交付対象区域
下水道区域および農業集落排水区域を除く那珂川町内全域
対象となる建物
・専用住宅…主に居住の用に供する建物
・併用住宅…延べ面積の１/２以上を居住の用に供する

建物
・自治公民館…行政区または集落を単位とし、自治活

動の拠点として集会の用に供する建物
※予算額に到達した時点で、受付終了

環境に関する人材育成奨励金
　栃木県やその関係機関が主催する環境
に関する講習会や研修会等に参加される
方に、奨励金を交付します。詳細は、町
HPからご確認ください。

生活環境課　からのお知らせ

※町内の賃貸住宅を除く専用住宅で浄化槽を使用していた方
　が、分家をせずに対象区域内間に転居し、新築家屋に浄化
　槽を設置すること。または災害に伴う場合を除き、既設浄
　化槽を更新すること。

限度額
人槽区分

合併転換※

 ５人槽 110,000円 332,000円

 ７人槽 138,000円 414,000円

 10人槽 182,000円 548,000円

合併転換※以外

　下水処理場では、家庭や事業所等からの生活排水

(洗濯、お風呂、トイレのし尿、台所の水等)を浄化

し、きれいになった水を川に放流しています。

　下水道を整備しても、下水道区域内の皆さんに利用

していただかなければ、水路の汚れや悪臭はなくなり

ません。生活環境をより良いものにするために、１日

も早く下水道に接続くださるようお願いいたします。

　また、下水道区域外にお住まいの方は、浄化槽を新

たに設置する場合、補助金制度をご利用いただけま

す。

　ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせ

ください。

　法務局に登記してある土地・

建物については、令和６年４月

１日から相続登記をすることが

義務となりました。また、正当

な理由なく相続登記の申請を行

わなかった場合は、過料の対象

となることもあります。

　なお、栃木県司法書士会が運営する「相続登記相談

センター」(☎0120-13-7832)を利用いただくと大変便

利です。　　
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問 下水道：上下水道課　下水道係　　☎️0287-92-2002
　 浄化槽：生活環境課　環境推進係　☎️0287-92-1110

下水道を利用することで

・川の水がきれいになります

・水洗トイレが使えます

・汚れた水が水路へ流れなくなり、悪臭や蚊、ハエ

の発生を防ぎます

　下水道または農業集落排水に接続されているご家庭

で、水道以外の井戸水等を使用している場合、使用す

る人数を基に汚水量を計算しています。

　人数については、本人申請であり、正確な汚水量算

出のため、人数が変更になった場合や、井戸水等の使

用を開始・休止する場合は、速やかにご連絡くださ

い。

問 上下水道課　業務係　☎️0287-92-2002

問 宇都宮地方法務局　大田原支局
　　　　　  ☎0287-23-1155



わかあゆわかあゆ 　子育て支援センターは、０歳から就学前までのお子さんとご家族の方が一緒にあそべる
場です。親子のふれあい、交流の場、情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月～金曜日　午前９時～午後４時30分　☎0287-96-5223

４月22日(月)～26日(金)
身長と体重が測れます。成長の記録にいかがですか？

☆親子でふれあい遊び☆
　音楽に合わせて歌を歌ったり体を動かしたりし
て、親子のふれあいを楽しみましょう！
日　時　４月17日(水)　午前10時～
人　数　15組
申込み　４月12日(金)まで

☆散歩に行こう(まほろばの温周辺)☆
　親子で身近な自然に触れながら散歩を楽しみま
しょう！どんな虫や草花が見つかるかな？
日　時　５月１日(水)　午前10時～
※子育て支援センターわかあゆは、午前中お休みです。
場　所　小川総合福祉センター駐車場(現地集合)
人　数　15組
持ち物　各自必要な物
※動きやすい服装でお越しください。
申込み　４月26日(金)まで

☆こいのぼりを作ろう☆
　お子さんの健やかな成長を願いながら、こいのぼ
り製作をしましょう。
日　時　４月24日(水)　午前10時～
人　数　15組
申込み　４月19日(金)まで

♥きらきらベビークラス♥
(13か月未満のお子さんとその家族)
日　時　４月19日(金)　午前10時～
内　容　手作りおもちゃを作ろう
人　数　10組
申込み　４月12日(金)まで

☆母の日のプレゼント作り☆
　大好きなお母さんにプレゼントを作りましょう。
日　時　５月８日(水)　午前10時～
人　数　15組
申込み　５月２日(木)まで

☆おはなし会☆
　ボランティアたまごさんによる手遊びや紙芝居、
絵本の読み聞かせを親子で楽しみましょう。
日　時　５月15日(水)　午前10時～
人　数　15組
講　師　ボランティアグループたまご
申込み　５月13日(月)まで

※各教室とも事前の申込みが必要です。感染状況によって、教室を中止する場合もあります。

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター

マタニティ＆ママクラス
　ゆっくりとした動きや呼吸で、心身
ともにリラックスしてみませんか？
　ヨガは血流を良くし、マイナートラ
ブルを軽減させる効果もあります。
対　象　妊娠中の方(初産婦・妊娠15週
　　　　未満・張り止めの内服をしてい
　　　　る方は、ヨガの参加について、
　　　　主治医に確認をとってから申込
　　　　みをお願いします。)
日　時　５月28日(火)
　　　　午前10時～11時30分
内　容　マタニティヨガ
持ち物　バスタオル・母子健康手帳・
　　　　飲み物など
場　所　おひさま広場
講　師　小澤　有紀さん
　　　　(ヨガインストラクター)
人　数　８名以内

産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母
さん同士、半日ゆったり過ごして
みませんか？
対　象　生後２週間から４か月ま
　　　　での赤ちゃんとお母さん
日　時　４月23日(火)
　　　　午前10時～11時30分
内　容　授乳や関わり方、
　　　　お母さんの体調の相談など
持ち物　赤ちゃんのお出かけグッズ・
　　　　 タオル・母子健康手帳・
　　　　 飲み物など
場　所　おひさま広場
講　師　篠江　美香さん(助産師)
人　数　８組以内

離乳食教室
(ごっくんクラス)

　離乳食の基本的な作り方・進め方を
知り、みんなで楽しく調理をしません
か？
対　象　生後４か月から９か月までの
　　　　赤ちゃんを持つ保護者の方
日　時　４月25日(木)
　　　　午前10時～11時30分
内　容　離乳食の調理実習、離乳食の進め方・
　　　　あげ方等のお話や相談
持ち物　エプロン・三角巾・ハンドタオ
　　　　ル・筆記用具・母子健康手帳・
　　　　赤ちゃん用スプーン
場　所　馬頭総合福祉センター　調理室
　　　　(駐車場は馬頭総合福祉センター前)
人　数　先着５組
※赤ちゃんの託児も行っています。希望される方は、
　赤ちゃんのお出かけグッズをお持ちください。

●母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などをフォローするため、保健師がお話を聞きながらお渡しし
ています。交付を希望される方は、下記までご連絡ください。

☆おおきくなったかな☆

感染症等の状況により、変更になる場合があります。

申込・問 子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085
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○一般書
◇『介護現場歴20年。』 安藤　なつ／著
◇『マンガでわかる花粉症が治った！』 佐々木　愛／著
◇『望月の烏』 阿部　智里／著

　小川図書館
「投票しよう釣ってみよう！読書週間イベント」
期　　間　４月20日(土)～５月12日(日)
対　　象　貸出５点以上の中学生まで
内　　容
①電子図書館に入っていたら読みたい本投票
　図書館で配布する投票用紙を見て投票に参加しよう。
②図書館こいのぼり
　みんなが書いてくれた「こいのぼりカード」の掲示
③ドキドキ　ワクワク　釣りゲーム
　詳しくは、小川図書館まで。

　小川図書館「いきいき美容教室」
日　　時　6月11日(火)　午後２時～３時
場　　所　小川図書館　和室
対　　象　60歳以上、男女不問
参 加 費　無料
内　　容　資生堂の講師による進行で、顔や手のお手
　　　　　入れ方法や化粧をご自身で行います。物販
　　　　　は行いません。化粧品等の持ち込み不要。
募集期間　４月１日(月)～５月19日(日)
申込方法　小川図書館窓口または電話
　詳しくは、小川図書館まで。

　小川図書館「電子図書館スタンプカード」
　小川図書館では、電子図書館で５つのコンテンツを
借りた方に、スタンプカードに１つスタンプを押し、
スタンプ数に応じてプレゼントを差し上げます。
期　　間　４月１日(月)～令和７年３月31日(月)
　詳しくは、小川図書館まで。

小川図書館　俳句ポスト　４月のお題
「蜂(はち)」

　４月のお題は「蜂(はち)」です。蜂もさまざまな
種類がいますが、ミツバチがポピュラーですね。
　ちなみに、昆虫の分類上では「ハチ目」に蜂全般
はもちろん、実は「蟻」も含まれているのをご存じ
でしょうか？
　蜂や蟻に春を感じつつ、一句詠んでみてはいかが
でしょうか？

４月16日～５月15日のお休み
馬頭図書館　☎0287-92-5015
４月22日(月)、30日(火)、５月７日(火)、13日(月)
小川図書館　☎0287-96-2335
４月19日(金)、26日(金)、５月２日(木)、10日(金)

■婦人ボランティアのおはなし会
　日時　５月11日(土)　午前10時30分
■馬頭高校ボランティア部のおはなし会
　日時　４月21日(日)　午前10時30分
■婦人ボランティアのおはなし会
 （小さなお子さんのためのおはなし会です）
　今回は、開催がありません。
■ＪＶＣのおはなし会
　今回は、開催がありません。
■小川ボランティアのおはなし会
　日時　５月４日(土)　午前10時30分
■あかちゃん向けおはなし会
　日時　５月15日(水)　午前10時30分

図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
那珂川町図書館
ホームページ
https://www.
lib-nakagawa.jp

○児童書
◇『キュリオとオウムの王子』 斉藤　洋／作
◇『トラブル旅行社　３』 廣嶋　玲子／文
◇『ひなだんとんとことーん』 おおい　じゅんこ／作

○CD
◇『THE VIBES』 SixTones
◇『Tree』 薬師丸　ひろ子
◇『ROUND ABOUT』 キタニ　タツヤ

○DVD
◇『シャイロックの子供たち』 本木　克英監督
◇『ラーゲリより愛を込めて』 瀬々　敬久監督
◇『映画かいけつゾロリ　ラララスターたんじょう』

紙面の都合上、新着資料の紹介は、一部のみとなっています。
図書館ホームページから、新着図書の検索ができますので、ご利用ください。

　馬頭図書館「こどもの読書週間イベント」
期　　間　４月23日(火)～５月12日(日)
対　　象　中学生まで
内　　容　
①豆本であそぼう！
　来館されたお子さんに、絵本や簡単な迷路、ぬり絵
が楽しめる「豆本」を差し上げます。
②千本引きに挑戦！
　５点以上の貸出で千本引きに挑戦できます。千本引
きは、ひもの先に賞品が付いています。何が付いてい
るか、お楽しみに！
③クチコミカードで缶バッジをもらっちゃおう
　クチコミカードを書いたお子さんに、馬頭図書館オ
リジナル缶バッジをプレゼントします。
④みんなに人気の本
　昨年、貸出の多かった児童書を展示・紹介します。
※①～③は、１人１日１回まで。無くなり次第終了。
　詳しくは、馬頭図書館まで。
　おはなし会のお知らせ
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　『なす香』は、なす風土記の丘資料館のボランティ
ア団体です。歴史解説員として、来館した学校や団体
への展示解説、周辺史跡の解説、体験講座の補助など
を行っています。「歴史解説員養成講座」を修了し、
希望された方を『なす香』へ登録しています。
　研修として年に１回、県内外の史跡を見学し学習す
るとともに、各地の解説ボランティアとの交流を深
め、日々の活動に役立てています。令和５年度は、群
馬県高崎市方面で視察研修を行いました。

　なす風土記の丘資料館では、歴史やボランティア活
動などに興味のある方を募集しています。ぜひ「歴史
解説員養成講座」に参加して、私たちと一緒に活動を
しませんか？

対　　象　歴史に興味があり、講座へ参加できる方
定　　員　20名(先着順)
受 講 費　適宜
申込期限　５月17日(金)まで
※10回ある講座のうち、７回以上受講された方には
修了証を授与し、希望者は歴史解説員ボランティア
「なす香」に登録します。

歴史への関心を高め、理解を深めてもらうために、１年間を通してさまざまな講座を行います。
資料館周辺の史跡見学や古代米・土器づくり、講演会を通じて歴史を学ぶプログラムです。

▲保渡田八幡塚古墳を見学する様子

※時間は、各回で異なります。

『なす香』になってみませんか？

問 なす風土記の丘資料館　☎0287-96-3366

令和６年度　歴史解説員養成講座「古代なす学入門」

 １ ５月25日(土) 開講式・体験研修

 ２ ６月15日(土) 古代米種まき

 ３ ７月 ６日(土) 湯津上館・なすの史跡めぐり①

 ４ ８月24日(土) 縄文土器づくり

 ５ ９月21日(土) 縄文土器焼成

 ６ 10月中旬 古代米稲刈り

 ７ 10月20日(日) 特別展記念講演会

 ８ １月25日(土) なすの史跡めぐり②

 ９ ２月22日(土) 遺跡報告会

 10 ３月15日(土) 閉講式

日程 内容

　『なす香』は、活動を通して歴史や文化を
学ぶことができます。古代史に限らず、中世
の歴史・文化を学ぶ機会も多いです。発掘調
査の補助も行っていますので、発掘調査や歴
史に興味がある方は、ぜひご参加ください。
　　　　　　   　　『なす香』会長　池澤　健
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なす風土記の丘資料館
キャラクター　こだい・まほ

48 葬儀サービスのトラブル、もしもの時のために！

なかがわ文化財探訪㉓ 地中に眠る文化財

　親が亡くなり、家族葬で葬儀を執り行う考えで、広告価

格が｢家族葬、約40万円～｣と手ごろな葬儀社に見積りを依

頼したが｢お宅は、40万円では無理ですね｣と言われ、いろ

いろなオプションが追加された。結局は300万円となり困

惑していると、250万円のセットプランを勧められ、時間

もないので仕方なく契約した。広告と異なり高額だったの

で、納得がいかない。

　葬儀は高額になるにもかかわらず、検討する時間があま

りありません。広告等に表示された料金ですべてのサービ

スを受けられるとは限りませ

ん。あらかじめ依頼する葬儀

社や希望内容等を決め、事前

に葬儀社と複数人で打合せを

行い、見積りや契約書などで

不明な点があれば、必ず確認

しておきましょう。

［特殊詐欺電話撃退機器購入費補助金のご案内］

　那珂川町在住の高齢者が特殊詐欺の被害に遭わない

よう特殊詐欺対策電話機器を購入した場合、購入費と

取り付け費用の一部を補助します。

対象条件

・那珂川町に住所があり、65歳以上の独居世帯主ま　

たは平日の日中、家に65歳以上の高齢者しかいない

世帯。

・世帯全員に町税の滞納がないこと。

対象機器

　相手に「この通話は特殊詐欺防止のため録音されま

す」と伝え、録音する機能がある電話機など。

補助率と補助限度額

・補助率　１/２（100円未満切捨て）

・限度額　5,000円

　詳しくは、町のＨＰか産業振興課商工観光係

（☎︎0287-92-1116）まで、お問い合わせください。

　町内には、旧石器時代から現在に至るまでの

人々の生活の痕跡が、目に見えない場所に今もな

お眠っています。その数は200件以上にのぼり、

那須地域でも有数の遺跡密集地です。

　町内では、古くから耕作の際に土器や石器が採

集され、町の歴史解明に活かされてきました。町

内で初めて発掘調査が行われたのは、今から約70

年前で、主導的に調査を行ったのは行政や研究者

ではなく、歴史に関心を持つ町民の方々でした。

　その中のひとつである矢又地区にある岡平遺跡

は、矢又川と脇郷川が合流する台地上に立地する

遺跡です。縄文土器の破片や県内最大の硬玉製大

珠(ヒスイ製の首飾り)が採集されており、古くか

ら県内でも有数の集落遺跡であると考えられてき

ました。

　このたび、町教育委員会では、岡平遺跡の範囲

や遺構(人々が作った構造物)を明らかにするた

め、初めて本格的な発掘調査を実施しました。調

査の成果は、整理作業を終えたのち、展示などで

町内外の方へ広く公開する予定です。
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皆様の
◇「第75回卒業式」　64名が古館ケ丘から巣立ちました
　３月１日、福島泰夫町長、大金武夫同窓会長、益子和枝PTA会長をはじめ、多数のご来賓のご臨席並びに保護者の皆様の
ご列席を賜り、馬頭高校第75回卒業式が盛大に挙行されました。卒業証書授与では、普通科の高田真奈未さん・水産科の廣
田晃さんが各科を代表し、答辞では、卒業生を代表して井上星凪さんが、入学以来、コロナ禍により活動が制約される場面が
多々ある中で何ができるかを考え工夫し取り組んだ２年間、制約なく行えた今年度を振り返り、かけがえのない友との出会
い、これまでの多く方々への感謝、そして、新たなステージに向かう決意を述べました。また、最初で最後の「校歌」斉唱
は、とても素晴らしく、卒業生の証として在校生・教職員の胸に刻まれました。

　なお、前日の表彰式では、古館賞、外部団体表彰等が行われ、優れた成績や実績を残した卒業生に贈られる「振興会賞」
は、深澤風翔さん、廣田晃さんが受賞しました。
　普通科47名、水産科17名の卒業生の皆さん。本校で学んだ３年間を誇りに、新たな世界へ大きく羽ばたいてください。心
より応援しております。

◇「地域連携学習発表会」
　３月18日、福島泰夫町長をはじめ、学校運営協議会委員の方々、「那珂川学」でご協力いただいた関係事業所、保護者の
皆様をお招きし、今年度の地域と連携して行った学習の成果発表会を開催しました。「那珂川学」の取り組みは、1学年・2
学年の各代表者が、普通科の選択科目からは｢農業と環境｣の活動について、水産科の課題研究からは「多自然川づくり」にお

ける研究成果について発表がありました。それぞ
れ代表による発表でしたが、いずれもしっかり研
究されており、発表も素晴らしいものでした。
　これら、本校独自の「体験型探究活動」は、本
校生にとって貴重な学びの場となっております。
今後ともよろしくお願いいたします。

「馬頭高校は今」「馬頭高校は今」～令和５年度を修める　　　　第75回卒業式＆地域連携学習発表会～

馬頭高等学校　小島　浩二
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令和６年度 第１期 プール・フロア教室

宇都宮メディア・アーツ専門学校
４コマ漫画

あなたの一句を大募集！

プール教室

フロア教室

申込・問 ウェルフルなかがわ　☎0287-96-5353

曜日

月

火

水

金

土

教室・時間 初回日・回数

初心者水泳

からだほぐし

クロール

小学生水泳

はじめてのピラティス

やさしいヨガ

平泳ぎ

小学生水泳

クロール

かんたんエアロ

水中運動

ボクシングエクササイズ

かんたんエアロ

幼児水慣れ

５月13日
全８回

５月14日
全８回

５月15日
全８回

５月14日・全４回

５月21日・全４回

５月29日・全４回

５月17日・全８回

５月17日・全４回

５月24日・全４回

５月18日・全８回

午後1時40分～２時40分

午後7時～８時

午後1時40分～２時40分

午後５時40分～６時40分

午後7時～８時

午後7時～８時

午後1時40分～２時40分

午後５時40分～６時40分

午後7時～８時

午後２時～３時

午後1時40分～２時40分

午後7時～８時

午後7時～８時

午前９時30分～10時30分

定　　員　各教室20人　
参 加 料　各教室1,000円/回
　　　　　 (全８回8,000円・全４回4,000円)
　　  　　 ※プールは別途、個人使用料が必要
対 象 者 　中学生以上　※幼児教室・小学生教室を除く
申込開始　４月22日(月)　午前９時～
申込状況によっては、中止する場合があります。
　　　　　　　　　　　　　各教室の詳細は､こちら→

ビジュアルデザイン科１年 手塚 羽音 さん
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川
図
書
館
へ

図
書
「
尾
瀬
夢
幻
」
１
冊

　
　

有
馬　

雅
美
様(

益
子
町)

○
町
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

３
万
円　

　
　

益
子　

和
弘
様(

健
武
１
９
４
回)

○
町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

１
万
円　

匿
名(

５
９
３
回)

○
町
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
の
事
業
へ

３
万
５
千
２
０
８
円

　
　

手
話
サ
ー
ク
ル
た
け
の
子
様

○
令
和
６
年
度
新
入
学
児
童
へ

手
作
り
の
交
通
安
全
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　

佐
藤　

ア
サ
様(

馬
頭)

　
　

山
本　

コ
ト
様(

馬
頭)
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▶
交
通
安
全
ス
ト
ラ
ッ
プ

　【
交
通
事
故
防
止(

帽
子)

】



☎090-5423-4499｢広告見た！｣と連絡ください→

新中学生のお子様がいるお母様！
早いうちから 中学校の学習 を始めませんか？
今月中の連絡で初月の

新２、３年生も今なら授業料割引
授業料:8,900円～(金額は授業数で変更)

授業料無料！無料体験実施中！
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　烏山土木事務所で管理する国県道で

は、草刈り機による除草作業を実施し

ていますが、交通への影響や飛び石事

故の発生などの課題を解消し、良好な

道路環境を維持するため、昨年度に引

き続き、除草剤を使用した除草作業を

試行的に実施します。

対象路線(以下の一部区間)

・一般国道293号

・主要地方道 那須黒羽茂木線

・一般県道 福原小川線 ほか

　なお、薬剤は「登録農薬」を使用

し、希釈倍数を遵守します。また、

散布にあたっては、範囲を限定的と

し、看板等による事前予告や風の強

い日は避けるなど、留意しながら行

います。

　 詳しくは、こちら→

　烏山土木事務所

　保全部　☎0287-83-1324

　民泊とは、宿泊料を受けて住宅に

人を宿泊させる事業を行うため、住

宅宿泊事業法に基づく届出を行った

施設です。事業者には、周辺地域の

生活環境への悪影響の防止や宿泊者

の安全の確保、犯罪防止等の観点か

ら、宿泊者名簿の備付けなどの義務

があります。

　民泊による騒音などにお困りの場

合は、事業者(玄関等に掲示されて

いる標識に記載の連絡先)または民

泊の所在地を管轄する健康福祉セン

ター、民泊制度コールセンター(☎

0570-041-389)にご相談ください。

　宿泊には、旅館業法の許可または

民泊の届出を行った施設をご利用い

ただき、宿泊先で快適に過ごすため

にも、地域住民の日常生活にご配慮

ください。

連絡先や県内の民泊一覧は→

　栃木県　医薬・生活衛生課

　☎028-623-3110

受付期間　～５月７日(火)

高等学校在学者は、７月１日(月)～

９月３日(火)

試験日(１次)　５月17日(金)～26日

(日)のいずれか１日

高等学校在学者は、９月14日(土)～

22日(日)のいずれか１日

試験場所　宇都宮市

応募資格　18歳以上33歳未満の者

　自衛隊栃木地方協力本部

　大田原地域事務所

　☎0287-22-2940

期日　６月８日(土)～９日(日)

　　　１泊２日

内容　メロン狩りと試食、砂浜遊

び、塩づくりなど

募集人員　約200名(50組)

　　　　　栃木県民一般

※定員を超える場合は、抽選を行っ

て参加者を決定します。

参加費

大人8,600円、高校生6,800円、中学

生5,900円、小学生5,500円、３歳以

上4,800円、３歳未満300円

申込方法　ホームページ内

の応募フォームで申し込む。

募集期間

４月８日(月)～５月６日(月)

　とちぎ海浜自然の家

　(担当：小幡・板橋・髙木)

　☎0291-37-4004

　このたび、那須南病院では、透析

専門医の着任により、透析病床が拡

大されました。これまでは、月･水･

金の午前と午後に実施していました

が、４月からは、火･木･土の午前を

追加しました。当院での透析を希望

される方は、かかりつけ主治医にご

相談の上、お問い合わせください。

対象者　那須烏山市・那珂川町に在

住の方で、那須烏山市・那珂川町以

外の医療機関に通院されている方

　那須南病院　医療連携室

　☎0287-84-3911(代表)

　令和６年度税制改正法案が成立・

施行された場合、令和６年６月から

定額減税(源泉所得税関係)が実施さ

れるため、源泉徴収義務者向けの

説明会を開催します。国税庁ホーム

ページに「定額減税特設サイト」が

開設されていますので、

併せてご活用ください。

日時　４月11日(木)

　　　　　25日(木)

　　　５月21日(火)　各２回

　　　午前10時～11時

　　　午後１時30分～２時30分

会場　氏家税務署　２階会議室

定員　各30名(LINEによる事前予約

制/詳細は特設サイトへ)

　氏家税務署　法人課税部門

　☎028-682-6684(直通)

24広報なかがわ　令和６年４月１０日



縄文土器づくり

　縄文式の土器を作ります。作成後

は約２か月乾燥させ、７月に土器焼

成を行い、完成です。

日時　５月６日(月/祝)

　　　午前９時30分～正午

場所　なす風土記の丘資料館講堂

定員　15名

(小学３年生以下は、保護者同伴)

※土器づくりのみの参加可

参加費　300円

土器焼成

対象　土器づくりに参加した方

日時　７月13日(土)

　　　午前９時30分～午後３時

申込・　なす風土記の丘資料館

　　　　☎0287-96-3366

なかがわ化石観察隊！

　那珂川沿いで化石を探します。サ

メの歯が見つかるかも!?

日時　５月11日(土)

　　　午後１時30分～３時

対象　小学生(保護者同伴)

定員　10組(要予約/先着順)

参加費　200円

申込・　郷土資料館

　　　　☎0287-92-1103

　栃木県弁護士会に所属する弁護士

が相談に応じます。

※相談時間は、１人20分

日時　５月９日(木)

　　　午後１時30分～４時30分

場所　トコトコ大田原

定員　18名(事前予約制)

対象者　那珂川町、大田原市、那須

塩原市、那須町、大子町の住民

申込方法
５月２日(木)から８日(水)までに、

下記まで電話にてご予約ください。

定員になり次第、受付は終了します。

　大田原市総務課　☎0287-23-1111

家族介護者交流会

「ほっとすぺーす」

対象　在宅で介護されているご家族

の方、介護に関心のある方など、ど

なたでも

日時　５月17日(金)

　　　午前10時～11時30分

場所　馬頭総合福祉センター

内容　

介護の体験話をしてみませんか

申込み　電話や窓口

＊年度途中での申込みも受け付けま

す。毎回参加できなくても大丈夫

です。お気軽にご参加ください。

おれんじカフェ「ちょっくら」

　ゆっくりお話ができる居場所で

す。認知症や介護の相談など、どな

たでもお越しください。認知症地域

推進員がお待ちしています。

日時・場所

４月25日(木)・おひさま広場

５月２日(木)・高齢者生産活動施設

午前10時～11時30分

※一部会場の変更があるため、ご注

意ください。

水中運動教室

　プールでのウォーキングを中心に

腰痛・膝痛のある方でも楽しく介護

予防や健康づくりに取り組む教室で

す。初心者の方でも、どうぞご参加

ください。

日時

ゆったりコース

①４月15日(月)、②５月１日(水)

がっちりコース

①４月26日(金)、②５月７日(火)

①午前11時～正午

②午後１時45分～２時45分

場所　ウェルフルなかがわ

定員　20人　　　参加費　無料

※参加は、ひと月に１回までです。

どちらか一方のコースを選び、必

ず申込みをしてください　
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★お知らせ★
　都合により予定なく番組を変更
することがあります。電子番組表
（リモコンの「番組表」ボタン）
で確認をお願いします。

企画番組

なかＴＶチョイス

 4/15～
 4/21

 4/22〜
 4/28

 4/29〜
 5/5

 5/6〜
 　5/12

 5/13〜
  5/19

令和5年度馬頭中学校卒業式

令和5年度小川中学校卒業式

第４回なす風土記講座  特別講座
「那珂川町の中世を考える」

那珂川町青少年健全育成町民
大会講演会

那珂川町「我がこと・丸ごと」
地域づくり推進事業講演会

 4/15～
 4/21

 4/22〜
 4/28

 4/29〜
 5/5

 5/6〜
 5/12

 5/13〜
  5/19

令和5年度　小学校卒業式

花の風まつり総集編

町中山間地域活性化協議会
「ゆうだい21栽培講習会」

岡倉ゆかりさん親子
歌とバイオリン演奏

那珂川町地域おこし協力隊
活動報告

※毎日6：15および14：30から「なかちゃ
ん体操」を放送します。(各回10分程度)

※毎日7:45、11:45、15:45、18:15に
健康番組「NKGプロジェクト」を放送し
ます。（各回15分程度）

終日 県営処分場ライブ放送
112ch

5：30
6：00
6：30
7：00
7：45
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：45
11：00
11：45
12：00
12：30
13：00
13：15
13：30
14：15
14：30
15：00
15：45
16：00
16：30
17：00
17：30
18：15
18：30
19：00
19：30
20：00
20：15
20：30
21：15
22：00
22：30
22：45
23：30
0：00
0：30

NewsなかがわＴＯＷＮ

文字放送

NewsなかがわＴＯＷＮ
NKGプロジェクト
なかＴＶチョイス
文字放送

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

栃木県提供番組
文字放送

NewsなかがわＴＯＷＮ
NKGプロジェクト
なかＴＶチョイス

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

企画番組・文字放送

文字放送

NewsなかがわＴＯＷＮ
NKGプロジェクト
なかＴＶチョイス
文字放送

企画番組・文字放送

NKGプロジェクト
なかＴＶチョイス
文字放送

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

企画番組・文字放送

文字放送
NewsなかがわＴＯＷＮ

文字放送
栃木県提供番組

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

なかＴＶチョイス

111ch
1：00
朝まで

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送 　県営処分場エコグリーンとちぎで

は、那珂川町と県で締結した環境保

全協定に基づき、処分場の運営状況

などについて、積極的に広く情報公

開を行うこととしています。

　その一環として、２月14日(水)か

ら町ケーブルテレビで、場内(被覆

施設棟、計量棟)のライブ映像の本

放送を始めました。

視聴方法

①なかテレビ「111ch」を選局する

②チャンネル選局ボタンの「▲」ボ

タンを押す

③「112ch」が選局される(マルチ編

成時のみ)

　県営処分場整備室

　☎0287-92-1411

適用する家内労働者・委託者の範囲

栃木県の区域内で、電気機械器具製

造業に係る業務に従事する家内労働

者およびこれらの業務の委託者

最低工賃額

品目：コネクター

工程：差し(電線の端末に取り付け

られた端子をコネクターに差

し込むこと)

規格：リード線について行うもの

金額：１ピンにつき51銭

　詳しくは、下記または最寄りの労働

基準監督署にお問い合わせください。

　栃木労働局　労働基準部　賃金室

☎ 028-634-9109
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鹿
児
嶋
で

す
。
い
よ
い
よ
４
月
い
っ
ぱ
い
で
任

期
終
了
と
な
り
ま
す
。
思
い
起
こ
せ

ば
令
和
２
年
に
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始

め
、
当
時
多
く
の
企
業
が
そ
う
で

あ
っ
た
様
に
、
勤
め
て
い
た
小
山
市

の
企
業
も
影
響
を
受
け
、
私
も
契
約

期
間
満
了
と
な
っ
た
段
階
で
出
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
の
活
動
と

な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
お
客
様
と
し
て

お
付
き
合
い
の
あ
っ
た
那
珂
川
町
の

企
業
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

お
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
こ
の
地
に
移
住
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
町
内
に
あ

る
町
づ
く
り
企
業
の
業
務
サ
ポ
ー
ト

で
す
が
、
主
に
、
得
意
分
野
で
あ
る

Ｉ
Ｔ
関
連
の
業
務
を
担
当
し
て
お
り

ま
し
た
。
業
務
を
行
う
中
で
感
じ
た

こ
と
は
、
那
珂
川
町
の
特
徴
や
強
み

を
活
か
せ
る
、
さ
ら
に
は
那
珂
川
町

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、
そ
う

い
っ
た
企
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

開
発
が
急
務
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

商
品
を
作
る
上
で
地
域
の
特
性
な

ど
を
調
べ
て
い
く
と
、
那
珂
川
町
は

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
が
非
常
に
多

い
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
移
住
前
、

観
光
地
と
し
て
訪
れ
た
時
に
は
「
人

を
魅
了
で
き
る
ア
イ
テ
ム
が
た
く
さ

ん
あ
る
町
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず

温
泉
お
よ
び
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
出
身
地
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
住
ん
だ
場
所
に
は
、
近
所

に
ス
ー
パ
ー
銭
湯
は
あ
っ
て
も
温
泉

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
外
か

ら
来
た
私
に
は
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
贅
沢

な
環
境
だ
な
と
さ
え
思
い
ま
し
た

(

笑)

。
次
に
鮎
で
す
ね
。
そ
し
て

次
に
各
所
の
美
術
館
に
な
り
ま
す
。

他
に
も
、
道
の
駅
も
あ
り
、
御
前
岩

も
あ
り
、
馬
頭
院
も
あ
り
、
八
溝
そ

ば
、
ジ
ビ
エ
等
々
、
こ
こ
で
は
紹
介

し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

商
品
は
、
す
ぐ
に
作
れ
る
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
た
だ
作
っ
た
の
で

は
、
単
な
る
自
己
満
足
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
い
か
に
多
く
の
方
の
購
買
に
結

び
つ
け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

　

私
の
場
合
、
Ｐ
Ｃ
周
り
が
得
意
と

い
う
こ
と
で
、
木
材
や
ア
ク
リ
ル
、

皮
な
ど
に
対
し
、
簡
単
に
刻
印
が
で

き
る
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
を
使
い
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
お
土
産
品
の

制
作
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
那
珂
川
町
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
な
か
ち
ゃ

ん
」
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
制
作
し
て

お
り
ま
し
た
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、

そ
の
町
に
行
っ
て
き
た
証
の
よ
う

な
、
思
い
出
の
品
と
し
て
丁
度
い
い

ア
イ
テ
ム
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
も
親
し

み
や
す
い
汎
用
性
の
あ
る
商
品
と
な

り
ま
し
た
。

　

商
品
を
制
作
す
れ
ば
、
そ
れ
と

セ
ッ
ト
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

場
所
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
販
路
開
拓
と
し
て
の
場
所
の
提

供
に
お
い
て
、
地
域
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
そ

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
々
か

ら
大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
那
珂
川
町
の
ア
ピ
ー
ル

に
繋
が
り
、
人
に
喜
ば
れ
、
い
か
に

し
て
多
く
の
人
の
手
に
渡
る
か
を
考

え
、
商
品
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
こ
れ
で

任
期
終
了
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
那
珂
川
町
に
定
住

し
、
自
分
の
モ
ノ
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ
Ｔ
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
道
を
選
択
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
出
会
え

な
か
っ
た
方
と
の
新
た
な
出
会
い
に

期
待
し
、
那
珂
川
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
氏　
　

名
） 

（
年
齢
） 

（

住

所

）

村
田　

邦
夫 

（ 

95 

） 

馬　
　

頭

大
金　

ヒ
チ 

（ 

93 

） 

馬　
　

頭

藤
田　

芳
輝 

（ 

90 

） 

馬　
　

頭

國
安　

伸
一 

（ 

74 

） 

馬　
　

頭

佐
藤　

榮
吉 

（ 

85 

） 

馬　
　

頭 

中
山　

一
也 

（ 

79 

） 

馬　
　

頭 

　

地　

キ
ミ 

（ 

91 

） 

馬　
　

頭 

星　
　

惠
子 

（ 

86 

） 

健　
　

武 

菊
池　

康
雄 

（ 

74 

） 

矢　
　

又

大
森　

鹿
吉 

（ 

89 

） 

和　
　

見

穴
山　

榮
一 

（ 

97 

） 

小　
　

口

小
塙　

耕
美 

（ 

72 

） 

北

向

田

相
田　

征
一 

（ 

85 

） 

松　
　

野

小
森　
　

守 

（ 

79 

） 

松　
　

野

菊
地　

福
松 

（ 

96 

） 

大　
　

内

益
子　

礼
子 

（ 

92 

） 

大
山
田
下
郷

　
池　

シ
ン 

（ 

86 

） 

大
山
田
上
郷

大
金　

清
一 

（ 

74 

） 

大
山
田
上
郷

益
子
美
代
子 

（ 

94 

） 

大
山
田
上
郷

梶
原　

𠮷
明 

（ 

94 

） 

小　
　

砂

佐
藤　

忠
和 

（ 

95 

） 

小　
　

川

横
塚　

タ
ミ 

（ 

92 

） 

小　
　

川

阿
久
津
ク
ニ 

（ 

85 

） 

小　
　

川

永
森　

義
男 

（ 

92 

） 

小　
　

川

⻆
田　

八
郎 

（ 

97 

） 

片　
　

平

板
橋　
　

陸 

（ 

73 

） 

東

戸

田
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お
く
や
み

う
ぶ
ご
え



　車体に黒板塗料を塗った「こくばんくるま」に描
いた絵を、毎日インスタグラムに投稿している佐原
忠典さん(小川)らは、２月26日に目標だった1000
日連続投稿を
達成。道の駅
ばとうで記念
イベントを行
いました。

No.223　令和６年４月10日号　 ●編集・広報紙全般に関する問い合わせ先／企画財政課　☎0287-92-1114　Fax0287-92-1316
●発行／那珂川町役場　栃木県那須郡那珂川町馬頭555　URL https://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp

第223回
植物園へ行ったことはありますか？
　県内でも日光植物園などいくつか存在する植物園。研究や教育、普及を目的として栽培した植物を公開してお
り、植物が好きな人にとって夢のような場所です。現在は各地でさまざまな植物園がありますが、江戸時代にも
似た性質の場所がありました。今回は、幕末江戸のガイドブック『江戸名
所図会』(斎藤月芩(著)／長谷川雪旦(画))と『絵本江戸土産』(金水道人(序)
／歌川広重(画))より、現在の植物園の前身や植物鑑賞スポットをご紹介し
ます。
人々を病や飢饉から守ろうとした、御薬園
　現在、東京都文京区白山にある小石川植物園(正式名称：東京大学大学院
理学系研究科付属植物園)は幕末では御薬園と呼ばれる施設で、園内では薬
草が栽培されていました。江戸時代は何度か深刻な飢饉が発生し、御薬園
では貧しい病人を受け入れる施薬院の設置や飢饉対策のためサツマイモの
試作がされていました。御薬園は右図に描かれている簸川神社ふもとにあ
りました。
季節の花を楽しむ、遊覧式の浅草花屋敷
　園芸文化が花開いた江戸時代。その大きな役割を果たしたのが植木屋で、朝顔や菊、
桜などさまざまな園芸品種も誕生しました。嘉永６年(1853)、植木屋・森田六三郎に
よって浅草に花屋敷が設立されます。こちらは鑑賞がメインであり、先にできていた向
島百花園に倣い、花の前には種類が書かれた札と柵が設けられていたようです。現在
は、日本最古の遊園地、浅草花やしきとして多くの人に親しまれる場になっています。
　春になると、那珂川町でもさまざまな花が咲きます。町内を歩くだけで多くの花に出
会える季節ですが、江戸も現在も季節の植物を楽しむのは変わりありません。本展覧会
では、華やかな花鳥画や名所絵だけでなく、暮らしや文化に関連する植物も浮世絵からご紹介しています。ぜひ
展覧会でお楽しみください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬頭広重美術館　学芸員　山内　れい

会　　期　４月６日(土)～５月12日(日)　開館時間　午前９時30分～午後５時(入館は午後４時30分まで)
入 館 料　大人500円(450円)、高・大学生300円(270円)
※(　)内は20名以上の団体料金　※中学生以下は無料　※障がい者手帳等をお持ちの方、付き添い１名は半額

企画展
「浮世絵植物園へようこそ」

▲ 斎藤月芩(著)／長谷川雪旦(画) 
　 『江戸名所図会　十三』当館蔵

▶ 

金
水
道
人(

序)

／
歌
川
広
重(

画)

　 『
絵
本
江
戸
土
産
　七
編
』当
館
蔵
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